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１．SNS解析と気候変動問題
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7つの社会価値創造
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7つの社会価値創造テーマとSDGs
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COP21 2015年開催
（第21回気候変動枠組条約締約国会議）

パリ協定
気候変動対策

SDGs
（持続可能な開発目標）

国連持続可能な開発サミット
2015年開催

SDGsを意識し、気候変動を軸とした
環境経営を目指す

貧困や飢餓、エネルギー、
気候変動、平和的社会など、
17の目標と169のターゲット

「脱炭素」社会に向けた
⾧期的で野心的な目標
21世紀後半にCO2排出

実質ゼロへ

「緩和」への貢献「緩和」への貢献 「適応」への貢献「適応」への貢献

気候変動を軸とした環境経営への対応
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気候変動による自然災害の甚大化

① 海面上昇、沿岸での高潮
被害などによるリスク

② 大都市部への洪水による
被害のリスク

③ 極端な気象現象による
インフラ等の機能停止
のリスク

④ 熱波による、特に都市部
の脆弱な層における
死亡や疾病のリスク

⑤ 気温上昇、干ばつ等による
食料安全保障が脅かされる
リスク

⑥ 水資源不足と農業生産減少
による農村部の生計及び
所得損失のリスク

⑦ 沿岸海域における生計に
重要な海洋生態系の
損失リスク

⑧ 陸域及び内水生態系が
もたらすサービスの
損失リスク

▌確信度が高いとされる主要な８つのリスク
出典:IPCC第5次評価報告書(2014)
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８つのリスクに貢献できるICTアセットの例

気候変動への

適応

主要リスク

適応支援ソリューション

①海面上昇
高潮被害 ②

洪水被害

③
インフラ
機能停止

④
熱波による
健康被害⑤

干ばつによる
食料不足

⑥
水資源不足

⑦
海洋生態系

の損失

⑧
生態系

サービス
の損失

● ダム監視制御システム
● 宇宙ソリューション（災害監視）

● 宇宙ソリューション（環境監視）
● 河川管理／雨量情報観測システム

● ＳＮＳ解析
● 災害時対応準備サービス

● 防災通信ネットワーク
● 緊急連絡・安否確認システム

● 設備監視システム
（水門）

● 事業継続（BC）ソリューション
● 在宅勤務ソリューション
●SNS解析

● 医療情報ソリューション
● 健康管理支援システム

● 農業ICTソリューション

上下水道監視システム ●
海水/淡水浄化システム ●

養殖管理ポータル ●
海洋環境モニタリングシステム ●

森林価値「見える化」ソリューション ●
光解析技術を活用した森林保全モニタリング ●

監視・制御／適切な情報提供

資源維持・

効率化

危機対応

安心
安全効率

公平
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日本における災害の動向

2011年3月
東日本大震災

2014年8月
広島市土砂災害

2008年6月
岩手・宮城内陸地震

2020年７月
令和２年７月豪雨 2011年9月

台風第12号

2018年6月
大阪北部地震

2015年4月
箱根山噴火警戒

2013年10月
台風第26号

▌私たちをとりまく環境の変化
日本はその気候と地理的な特性から、台風、地震、洪水、積雪、雪崩など、自然災害が発生しやすい環境といえます。とくに近年は、気候変
動の影響もあり、山間部、都市部の区別なく、大型台風、集中豪雨、豪雪などにより、災害が発生しやすくなっています。

多種多様な災害がいつどこで発生してもおかしくない状況

2019年9月
台風１９号

2019年9月
台風１5号

2018年9月
北海道胆振東部地震
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社
会
・
経
済

気
候
変
動

必要とされるアセット

• 都市化

• 集中豪雨

• 極地の氷の
融解

• 超大型台風/
爆弾低気圧

• 森林伐採による
森の保水力低下

• 寒波

災害対応プロセス

［発生前］
迅速・正確な

避難誘導
支援

［発生後］
要救助者の
早期発見・
救助支援

［平時］
減災対策

支援

・リスクアセスメント

・群集行動解析
・赤外線
/可視カメラ搭載ドローン

・土砂災害／
洪水氾濫予測

・水門監視制御

・降水予測
・リアルタイム水位予測
・潮位モニタリング

洪水・
土砂災害

竜巻等の
突風

高潮

・早期警報システム

被災状況把握

救助・救援

リスク管理

避難誘導

予防対策

災害予測

復興

・画像解析技術
・ＳＮＳ解析
・防災情報システム

拡大する自然災害に対する適応



２．「高度自然言語処理プラットフォーム」
を活用した迅速かつ的確な災害情報の収集
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災害時のSNSの利用
▌近年、災害時にSNSを活用する自治体は増加しつつあるものの、

情報「収集」として活用できている自治体はごくわずか
災害対応でSNSを情報発信に活用した市区町村:62.6％

出展:内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室
「災害対応におけるSNS活用状況に関する自治体調査（情報発信）」
調査期間: 2018年11月～2019年1月

災害対応でSNSを情報収集に活用した市区町村:7.4％
防災訓練や実証実験を含めても10%未満

検討中:25.6%, 検討段階にはないが関心あり:47.7%
出展:内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室

「災害対応におけるSNS活用状況に関する自治体調査（情報収集）」
調査期間: 2019年1月～2019年2月

• 約1年半前の調査結果でも、災害対応でSNSを情報収集に活用したいニーズは多かった。
• 2019年の台風15号（千葉県停電）、台風19号（東日本広範囲で浸水）、2020年の梅雨末期豪雨等の大

規模災害発生で、関心を持つ自治体はますます増えていると考えられる。
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SNS情報収集の課題
▌SNSを情報収集として活用するには課題
膨大な量のSMS情報から必要な投稿だけを拾えるようにルールを定めるケースが

増えている。
ある自治体 :#○○市防災 #○○防災 というようなハッシュタグを推奨
Twitter Japan:救助要請は、#救助 というハッシュタグを推奨

⇒ ・一般市民がとこまでルールを徹底できるか?
・拾えたとしても投稿をどう災害対応に役立てるのか?
・#救助 というハッシュタグがある投稿のうち、

西日本豪雨の際に本当に救助を求めていた投稿がわずか
5.7%だったという報道も・・

（出典（右図も）:FNNプライムオンライン https://www.fnn.jp/articles/-/4665）

 2019年台風19号の際に、SNSの情報収集の6名専任をつけた自治体もあり
（出典:NHK政治マガジンhttps://www.nhk.or.jp/politics/articles/lastweek/25652.html）

⇒ 人手がかけられない自治体もある。他にも災害対応でやるべきことは多々ある・・・
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総務省社会実証事業によるプラットフォームの開発
▌高度自然言語処理プラットフォームの構築・実証と社会実装に向けて、

3か年の計画（平成29年度～令和元年度）で研究開発を行いました。
▌本研究開発では災害医療・保健衛生・警備・セキュリティ分野などへの

展開を検討しました。

アビームコンサルティング

産業医科大学

東北大学病院

防災科学技術研究所

代表研究機関、セキュリティ分野での利用

災害医療分野での利用

保健・衛生分野での利用

社会インフラ・防災分野での利用

研究開発の流れ 研究開発体制と研究テーマ

平成29年度

利活用ニーズ
調査

平成30年度

API公開

平成31年度
（令和元年度）

利活用モデル
策定

実証実験・
評価

社
会
実
装
・
事
業
化

プラットフォーム
試作

実証実験・
評価

プラットフォーム
改良

実証実験・
評価

プラットフォーム
最終化

令和2年度
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高度自然言語処理プラットフォームの特徴
▌膨大なSNS情報を自然言語処理技術で解析し、お客様へ提供します。

高度自然言語処理
プラットフォーム
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利活用イメージ
▌災害時のSNS解析と意思決定等を支援するSaaS型クラウドサービス。

防災情報システム等と連携可能です。
▌自然言語処理エンジンは情報通信研究機構(NICT)が開発したDISAANA

® /D-SUMM® を拡張したものを搭載しています。
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検知可能な情報:災害時
▌被災地の住民等が投稿したSNSから現地状況をリアルタイムで検知

します。

氾濫・決壊
浸水・冠水
土砂災害
液状化 など

地震・大雨
被害

道路
トラブル ライフライン 避難所・支援救助・孤立 交通機関

トラブル

救援要請
孤立
人的被害 など

道路の土砂崩
れ

 ひび割れ
橋梁トラブル
通行規制 など

停電
 ガス供給停止
水道や下水道

のトラブル など

食料や飲料の
不足

衛生状態
帰宅困難 など

鉄道やバスの
運行トラブル

遅延
空港トラブル

など
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検知可能な情報:平時
▌災害発生時だけでなく、平時の事件や事故、スポーツイベントや

花火大会等のトラブル検知等にも利用可能です。

道路・
公共交通
トラブル

事件・事故 イベント等
トラブル

火災、爆発事故
強盗、傷害事件
不審者
野生動物
交通事故、衝突、

ひき逃げ など

道路の混雑や渋滞
鉄道やバスなどの

運行トラブル、混雑、遅
延

空港トラブル など

喧嘩や盗難、痴漢
混雑、将棋倒し
体調不良者 など

天候異常
トラブル

熱中症等による体調
不良者

 ゲリラ豪雨による浸水や
内水氾濫

積雪による転倒、スリップ
事故、渋滞 など

※平時に利用できる機能は今後拡充予定です。
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▌高度自然言語処理プラットフォームは、以下の特徴を有しております。

高度自然言語処理プラットフォームの特徴

１１ いち早く被災現場の状況を把握

２２ 情報が上がってこない地域の状況を把握

３３ 正確ではない情報を検知

４４ 域内の事象を面的に俯瞰

55 他システムでの情報補完のための解析結果の活用
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特徴１:いち早く被災現場の状況を把握
▌高度自然言語処理技術と防災関係の語彙辞書により、次々と投稿されるSNSを

即時に仕分け、整理。欲しい情報にいち早く辿り着くことができます。

どこで（Where) いつ（When）
どのような事象や被害が発生しているか（What / How） 選択した場所や事象・被害のSNS投稿が表示される

2019年10月12日～13日 台風19号（⾧野県）のツイート解析

※実際の投稿ではありません
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特徴２:情報が上がってこない地域の状況を把握
▌発災直後の混乱時など、情報の空白地帯となった地域に対して

SNSからの情報で状況把握を補うことができます。

嬬恋村での孤立や救援
要請等に関する投稿

現地の孤立に関する
住民のツイート

（2019/10/13 AM頃から発生）

メディアの報道
（2019/10/13 夕方頃から）

八ッ場ダム付近での孤立や
救援要請等に関する投稿

2019年10月12日～13日 台風19号（群馬県）の孤立や救助要請に関するツイート解析

2019/10/13 15:16
Yahooニュース
嬬恋村土砂崩れで70人孤立
※現在は削除

6時間後
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▌利用者が情報の真偽性を見極めを支援するために、信頼できる情報との
比較や矛盾の検知を行い画面表示をする機能があります。

特徴３:正確でない情報を検知

矛盾投稿がある
ことを示す

同一地域と時間帯で、
矛盾した内容が投稿されて
いることをお知らせ

※実際の投稿ではありません

小田原花子 小田原太郎

8:18

花台は停電しているなんて嘘だって。停電してない
し、スマホも繋がってますよ。

※実際の投稿ではありません



24 © NEC Corporation 2021

▌事象の種類やタイムラインに合わせて投稿数の多い地域をマップ上で
特定することで、優先順位や全体最適を考慮したマネジメントが可能です。

特徴４:域内の事象を面的に俯瞰

2019年台風15号の千葉県停電に関するツイート解析

停電を伝える投稿の分布を地図上
に表示することで、県全体での停電
状況を面的に把握可能
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図:台風15号に伴う関東都市圏の停電状況把握（千葉県の例）

9/9
00:00

9/9
06:00

9/9
12:00

9/9
18:00

9/9
24:00

Twitterの投稿
情報

（1千万件以上）

停電Twitterの特定（千葉県:2,023件）

ジオコーディングの精度が高い停電Twitterの
特定

（千葉県:699件）

可視化

注

停電情報あり
（東電の停電履歴）

台風15号の経路図（JMA）
監視期間:9/8 12:00- 9/10 10:00

全カテゴリのTwitter情報の解析件数
・千葉県:13,277件 ・東京都:9,872件 ・神奈川
県:8,257件
・静岡県:2,149件 ・茨城県:1,233件

時間，場所，事象が揃った
情報（解析結果）

評価・検証

9/10
10:00

9/10
10:00

注:停電情報（東電）
は9/11以降の結果を
遡って更新された情報
が含まれる。

自然言語処理

実態調査等

→停電情報があったが，Twitterの情報が確認できていない。
→Twitterの情報があったが，停電情報が確認できていない。

→どっちの情報も確認できていない。

✔リアルタイムに
状況を把握する

✔停電発生の
検出が早い

上記のうち，実態として，停電していないとされている自治体

特徴４:域内の事象を面的に俯瞰 台風１５号千葉県広域停電
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特徴5:他システムでの情報補完のための解析結果の活用
▌⾧野県内の浸水危険区域の情報と重ね合わせることで、千曲川流域が

極めて深刻な状況にあることや、浸水想定外の区域でもトラブルが
発生していることを特定しました。（2019年10月 台風19号）

救助・救出

孤立

浸水
氾濫
浸水危険区域

本プラットフォームの解析結果をGIS上で表示

浸水に関する投稿 孤立に関する投稿

※実際の投稿をもとにしたサンプルです

※実際の投稿をもとにしたサンプルです
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▌⾧野県内の過疎市町村の情報と重ね合わせることで、過疎地域での孤立
や救助を求めるツイートを特定しました。（2019年10月 台風19号）

特徴5:他システムでの情報補完のための解析結果の活用

本プラットフォーム解析結果をGIS上で表示

救助・救出
孤立
浸水
氾濫

過疎市町村

過疎とみなされる
区域

※実際の投稿をもとにしたサンプルです



３．最新の事例
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参考:地震の概要
▌発生日時
 令和3年2月13日23時07分

▌震源および規模（暫定値）
 場所:福島県沖（北緯37 度43.7 分、東経141 度41.9 分）
 規模:マグニチュード7.3（暫定値）
 震源の深さ:55ｋｍ（暫定値）

▌各地の震度（震度6弱以上）
 宮城県

• 震度６強 蔵王町
• 震度６弱 石巻市 岩沼市 登米市 川崎町 亘理町 山元町

 福島県
• 震度６強 相馬市 国見町 新地町
• 震度６弱 福島市 郡山市 須賀川市 南相馬市 伊達市 本宮市 桑折町 川俣町 天栄村 広野町 楢葉町

川内村 大熊町 双葉町 浪江町

▌津波
 この地震による津波被害の心配はなし。

出典:内閣府 防災情報のページ
http://www.bousai.go.jp/updates/r3fukushima_eq_0213/index.html
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福島県の解析結果（マップ表示）
本PFを活用いただくことで、県内で発生している被害状況を俯瞰可能。本PFを活用いただくことで、県内で発生している被害状況を俯瞰可能。

新地町～相馬市
常磐道土砂崩れ

南相馬市
断水

浪江町
停電・断水

広野火力発電所
緊急停止

いわき市
建物損壊、駅被害

鉄道運休
高速通行止

白河市
バス運休

郡山市
火災・停電
断水・渋滞

只見町
鉄道運休

西会津町
鉄道運休

喜多方市
鉄道運休

矢吹町
停電・断水
道路陥没

二本松市
サーキット場

土砂崩れ

伊達市
停電

桑折町
建物損壊

葛尾村
落石

【検索条件】
エリア:福島県全域
時間帯:2/13 23:00～2/14 10:00
凡例 :解析結果数

●100件以上
●10～99件
●1~9件

福島市
停電→復旧・断水

火災・国道通行止等
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宮城県の解析結果（マップ表示）

丸森町
停電・断水

柴田町
水道管破裂

蔵王町
水道管破裂

岩沼町
鉄道運休

名取市
仙台空港停電

空港アクセス線運休

塩竈市
火災

石巻市
水道管破裂

南三陸町
断水→復旧

気仙沼市
断水・負傷

美里町
鉄道運休

大崎市
停電

本PFを活用いただくことで、県内で発生している被害状況を俯瞰可能。本PFを活用いただくことで、県内で発生している被害状況を俯瞰可能。

仙台市
新幹線鉄道バス運休

道路渋滞
常磐道通行止

建物損壊・停電 等

【検索条件】
エリア:宮城県全域
時間帯:2/13 23:00～2/14 10:00
凡例 :解析結果数

●100件以上
●10～99件
●1~9件
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本PFで抽出された地震直後～4時間以内のツイート
地震発生直後かつ夜間の情報収集が可能
公からは発信されることが少ない住民目線の被害状況が確認できる
地震発生直後かつ夜間の情報収集が可能
公からは発信されることが少ない住民目線の被害状況が確認できる

大渋滞

コンビニと
ガソリンスタンドの混雑
コンビニと
ガソリンスタンドの混雑

(停電中もツイート)

(近所だからわかる)
駅の損壊状況

自宅の壁が
壊れた

寒い

※講演当日のみ表示
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本PFで抽出された画像付きツイート＠福島県
画像付き投稿により現地にいなくても状況把握可。情報の信頼性も高まる。画像付き投稿により現地にいなくても状況把握可。情報の信頼性も高まる。

停電→復旧自宅内の被害
建物倒壊

自宅内の被害

※講演当日のみ表示
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本PFで抽出された画像付きツイート＠宮城県
画像付き投稿により現地にいなくても状況把握可。情報の信頼性も高まる。画像付き投稿により現地にいなくても状況把握可。情報の信頼性も高まる。

自宅内の被害建造物倒壊

停電→復旧

※講演当日のみ表示



４．SNS解析についてこれからの取り組み
ー災害時の投稿の標準化ー



36 © NEC Corporation 2021

対象SNS ~何故、TwitterとLINEを対象としているか~

2019年度国内利用者数 利用率 投稿種類
①LINE 8,200万人 95.6％ テキスト（＋画像/動画）
②Twitter 4,500万人 79.8％ テキスト（＋画像/動画）
③Instagram 3,300万人 67％ 写真・動画 テキスト文字数少
④Facebook 2,600万人 15.8％ テキスト（＋画像/動画）

参考 海外利用者数

・Facebook約20億人
・Instagram約10億人
・TikTok約10億人
・Twitter約3億人

▌国内の利用者数と世界の利用者数の傾向は異なる
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標準化について

ＳＮＳに対する認識

・情報の粒度がばらばら

・デマや誤認識が含まれて
おり正確な情報か否かの
判別が難しい

表現法の課題

意図的な誤情報

課題 課題解決／例

対応に必要な情報が
欠けている

＃（ハッシュタグ）の利用
とその標準化

情報提供者への投稿ルールの提供も必要

▌標準化の目的
・投稿されているＳＮＳ情報の見える化がゴールではなく、その先を見据えての検討
・見える化を行い、件数など数値化することにより、閾値を用いた意思決定への活用

曖昧表現や揺らぎの吸収

信憑性の判断支援（矛盾情
報の特定）
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リアルタイムに正しい情報分析を行うためには

懸念・課題 災害時にＳＮＳ情報の活用が難しい

要因 ＳＮＳ情報の信頼性に疑念がある 要因 有用な情報が集まりにくい

要因を分析

対策 災害時投稿ルールの提供と揺らぎの吸収対策 情報の信頼性が見るようにする

解決策
情報に対するタグをつける

（矛盾や推量等）
解決策

災害時のハッシュタグのつけ方や
投稿の方法を住民と自治体で共有

ＳＮＳの課題を解決することで災害時の高度活用



５．まとめ
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防災にＳＮＳを活かすコツ

減災
準備

災害対応

復旧

災害発生

利用のルール化

ルールの発信

不足情報等の収集

危険情報等の収集

▌災害に対応する準備段階から、情報伝達の手段としてSNSの利活用
・災害時に効果的なSNS活用のため、各段階での利用法の検討
・自治体や住民間でのSNSの発信のルール作りと収集した情報の利用の仕方の検討




